
 

 

 

 

 

「無肥研だより」第１号をお届けいたします。これまでインターネットを通じて当会の活動などを逐次ご紹

介してまいりましたが、紙媒体での連絡を求めるご意見をいただき、会報を発行することになりました。こ

の会報を通じて、無肥研活動に常日頃から温かいご支援を賜っております会員の皆様と当会との双方向の意

見交換ができればありがたく思っています。初回は、７月に開催いたしました無施肥圃場見学会のご報告を

させていただきます 
 
★ 活動報告 

 
無施肥圃場見学会（2017 年 7 月 9 日） 

2017 年 7月 9日（日）に白岩立彦理事長も同行して 23名の参加を頂き、京都府、滋賀県の無肥研管理圃

場と滋賀県の生産者水田の見学会を実施しました。以下に各圃場の状況を簡単に報告させていただきます。 
 
１．小倉無肥研管理圃場（宇治市小倉） 

小倉圃場では、2003 年より無施肥無農薬栽

培（以下、「無施肥栽培」という）を実施し 

ている水田（O水田 25a）と、その一部に滋 

賀県栗東町（現栗東市）にて、1951 年より

無施肥栽培を継続していた水田の表土を

2006 年に移設（R水田 10a）した 2筆の水田

で比較栽培試験を実施しています。今年は

各々の水田で品種の違いと栽培位置の違いによる水稲の生育・収量に及ぼす影響を調査しています。R 水

田西側の畑（10a）ではナス、キュウリをはじめとする夏野菜やサトイモの自家採種、連作を基本として栽

培試験をしています。 
 
２．木戸口 様 水田（滋賀県東近江市） 

水田が 3筆あり、それぞれ 2003 年（22.5a）、2006 年（33.9a）、

2009 年（26.1a）と順次栽培面積を増やされ、現在に至っておら

れます。木戸口様は 4月に怪我をされたため田圃に入ることが叶

わず、除草作業を無肥研のメンバーがお手伝いをさせて頂きまし

た。幸い例年と比べて見劣りすることなく順調に生育しているよ

うです。 

 

 
３．沢 様 水田（滋賀県東近江市） 

2010 年（80a）から無施肥栽培を実施されて、今年で 8年目にな

ります。今から約 70 年前に琵琶湖の内湖を干拓した大規模な圃

場で、機械力を使った栽培管理を行われています。無施肥栽培で

は適切な除草が初期生育に影響しますが、今年は人手不足から除

草管理が行き届かなかったとのことで、これから収穫までの生育

管理が期待されるところです。 
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４．中道 様 水田（滋賀県野洲市） 

有機栽培を主とする 30ha の水田を耕作される滋賀県有数の農

家で、その一部（2007 年から 32a、2010 年から 57a）で無施肥

栽培を実施されています。中道様は無施肥栽培を始められて、

初めてイネが自然界に適した環境に自らなっていくことを学ば

れたとのことでした。現在は食べる人・作る人にとって安全・

安心で環境にやさしいコメ作りを心掛けておられます。 

 
 
５．野洲無肥研管理圃場（滋賀県野洲市） 

水田は全部で 4筆あります。1筆（9a）は 

モチ米をつくっています。あとの 3筆の内、 

2筆（13.5a）は深水湛水の比較試験を行い、 

1枚（11a）は品種の違いによる比較試験を 

行っています。雑草はいずれも少なく除草 

は楽でした。現在のところ、生育は順調の 

ようです。その他に畑（10a）が 1筆あり、 

ハウスと露地栽培で小倉と同様に自家採種と連作を基本とした栽培試験をしています。 

 

 

★ 今後の行事予定 
 
農産展・試食懇親会（2017 年 11 月 19 日(日)） 

恒例の無施肥無農薬栽培農産物の展示会を 11 月 19 日に

開催します。北海道から沖縄まで、全国で活動されている

無肥研会員の皆様が丹精込めて生産された農産物を一堂に

集めて、会員や一般の皆様に無施肥無農薬栽培の生産物を

知ってもらう催しです。会員の皆様のご出品を心よりお待

ち申し上げます。無肥研に登録していただいている生産者

の皆様には、期日が近づきましたら出品に関する詳細をご

連絡させていただきます。また、無施肥栽培に関する講演

会や試食懇親会も開催する予定ですので、合わせてご参加

ください 

 
総会・研究報告会・懇親会（2018 年 3 月 18 日(日)） 

無肥研会員の皆様にお集まりいただき、当会の活動の結

果と計画を話し合わせていただく総会と、事業の柱であり

ます無施肥栽培の調査研究の成果をご報告させていただく

研究報告会、そして会員の皆様の意見交換の場としての懇

親会を、来年 3月 18日に開催します。皆様のご参加を心か

らお待ち申し上げております。 

 
 

会報についてのご意見を、郵
便、ＦＡＸ、e-mail でお寄せ
下さい。皆様のお力で会報を
充実させていきたいと存じま
すので、ご協力のほどお願い
申し上げます。（編集担当） 

〒606-8311 京都市左京区吉田神楽岡町106-2 

特定非営利活動法人 無施肥無農薬栽培調査研究会 

e-mail：mail@muhiken.or.jp  FAX：075-751-0368 

URL：http://muhiken.or.jp/wp/ Facebook：https://www.facebook.com/muhiken/ 

2016 年 農産展 

2017 年研究報告会 
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